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関鉄観光バス株式会社

　当社では、バスの運輸安全マネジメントに関する取り組みについて、道路運送法､旅客自動車運送

事業運輸規則及び安全管理規定に基づき、年度毎に情報公開を行っております。

１．輸送の安全に関する基本的な方針

（1） 「安全輸送はサービスの基本」を基本方針に輸送の安全確保に万全を期しております。

（2） 社員一丸となって、輸送の安全確保に取り組んでおります。

２．輸送の安全に関する目標及び当該目標の達成状況

（1） 人身（車内人身を含む）事故の防止　２０２３年度：１件　２０２２年度：２件

（2） 追突(逆突含む)事故の防止　　　　　２０２３年度：２件　２０２２年度：３件

（3） 回送時の油断による事故の防止　　　２０２３年度：１件　２０２２年度：０件

（4） 健康及び飲酒に起因する事故の防止　２０２３年度：０件　２０２２年度：０件

（5） 車両故障（自動車事故報告規則第２条の11号） ２０２３年度：０件　２０２２年度：０件

（6） 接触などの軽微な事故の防止　　　　２０２３年度：６件　２０２２年度：４件

（7） 事故件数５割減　　　　　　　　　　

　　以上７項目を年間目標として、全社員が安全輸送に取り組みましたが、１０件の有責事故

　　２０２４年度は、事故防止目標を次のとおり設定し、有責事故０件を目標に掲げ、安全輸

　送・事故防止運動を推進してまいります。

【２０２４年度年間事故防止目標】

（1）交差点右左折時における一旦停止の徹底

（2）全ての発進時において車内事故防止「３つの誓い」の徹底

（3）運行ミスの撲滅

３．自動車事故報告規則第２条に規定する事故に関する統計

（1）業態別有責事故発生件数

（2）有責事故のうち、自動車事故報告規則第２条の３号に該当する事故は０件です。
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２０２３年度 9 1 0 0

+1
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４．輸送の安全のために講じた措置及び講じようとする措置

（1）社長をはじめ役員及び本社管理職による職場巡視の実施（年間９回）

（2）社長をはじめ役員及び本社管理職による早朝点呼立ち合い(年間９回）

（3）主要配車場所等での街頭指導及び添乗指導（随時）

（4）グループ会社共同での事故防止対策委員会の開催（四半期ごと年間４回）

（5）会社独自の特別輸送安全総点検の実施（5/27～6/2）

（6）車内事故防止キャンペーンの実施（7/1～7/31）

（7）車内事故防止「３つの誓い」運動の実施（3/1～3/31）

（8）安全管理室による内部監査の実施（年間１回）

（9）ヒヤリハット情報、ドライブレコーダーを用いた教育（随時）

（10）職場懇談会の開催（年間５回以上）

（12）各安全装置（衝突被害軽減ブレーキ、車線逸脱警報等）を取り入れた新車両の導入

（13）遠隔点呼システムの導入

今後講じようとする措置

（1）各安全装置（衝突被害軽減ブレーキ、車線逸脱警報等）を取り入れた新車両の導入

（2）労務管理システムの導入

５．輸送の安全に関する組織体制及び指揮命令系統

　別紙１のとおり

６．輸送の安全に関する教育及び研修の実施状況

輸送の安全に関する教育計画

（1）運行管理者教育（運行管理者一般講習を２年ごとに受講）

（2）整備管理者教育（整備管理者講習を２年ごとに受講）

（3）運転士に対する安全教育（年間５回各交通安全運動期間に実施）

（4）事故惹起者に対する研修（随時実施）

（5）初任運転士教育(採用時実施)

（6）運行管理者・乗務員による事故防止対策委員会の開催（年間４回実施）

（7）雪道走行訓練（年度冬季に実施）

（8）ドライブレコーダーの画像を用いたヒヤリハットの共有（随時実施）

（9）適正診断書を用いた運転指導（年間１回以上実施）

以上のとおり年間計画を策定し、安全教育を実施いたします。

その他の教育・研修

（1）自動車安全運転センター旅客自動車（バス）運転者課程２日間コース受講

（2）交通事故救命救急法教育講習会参加

（3）バスジャック対応訓練実施

７．初任運転者に対して行う安全運転教育概要

◎座学（下記項目の内容で１０時間以上）

（1）事業用自動車の安全な運転に関する基本的事項

（2）事業用自動車の構造上の特性と日常点検の方法

（3）運行の安全及び旅客の安全を確保するために留意すべき事項

（4）危険予測及び回避



（5）安全性の向上を図るための装置を備える事業用自動車の適切な運転方法

（6）ドライブレコーダーの記録を利用した運転特性の把握と是正

◎実技（指導運転士・運行管理者（指導歴１０年以上）の添乗指導で２０時間以上）

主なルート

（1）茨城県庁、水戸駅、アクアワールド大洗、カシマスタジアム、潮来、成田空港方面

（2）土浦駅、つくば駅、筑波山、いばらきフラワーパーク、茨城空港方面

（3）ＴＤＬ、羽田空港、東京駅、浅草方面

７．輸送の安全に関する安全管理室による内部監査の実施

　２０２３年度においても、安全輸送に対して、関東鉄道グループバス事業の安全輸送推進部署

「安全・監査部」による安全管理体制の維持及び向上に向けた内部監査を実施しました。

監査結果については、内部監査実施報告書により、各営業センターへフィードバックし、経営ト

ップから運行管理者（補助者）並びに乗務員に至るまで情報を共有し、随時「安全が 優先」の

意識の高揚を図っております。

８．安全管理規程

　別紙２のとおり

９．安全統括管理者に係る情報

　　　安全統括管理者　　営業部長　塚原　洋行（２０２１年１１月２日選任）

１０．事業用自動車・乗務員・運行管理者・整備管理者に関する情報

運転者数２５名（正規雇用運転者２４名、非正規雇用運転者１名）平均勤続年数（１１年６カ月）

保有車両数３０両（大型２７両、中型３両）平均車齢（大型１０年、中型１５年）

すべての車両にデジタル式タコグラフ、ドライブレコーダーを装備しております。

ASV技術搭載車両数１９両(大型１８両、中型１両）※随時、車両の代替を進めて参ります。

主な運行の態様は観光輸送、学校企業輸送、その他になります。

１１．貸切バス事業者安全性評価認定制度による認定

　２０１１年度から、貸切バス事業者安全性評価認定制度の認定を受け、２０１７年度の更新

以降、三つ星に認定されております。

１０年を超える長期に亘り認定を途切れることなく継続しております。

引き続き安全性の確保に向けた意識の向上や取り組みの促進を図ってまいります。

以　上

1（7）

営業センター名 所在地 車両数（貸切） 乗務員数 運行管理者 整備管理者

本社営業センター （茨城県土浦市） 10 9 6（2）

1（4）

水戸営業センター （茨城県水戸市） 9 6 5（4） 1（8）

下妻営業センター （茨城県下妻市） 5 5 2（3）

（　）補助者 （　）補助者

佐原営業センター （千葉県香取市） 6 5 5（2） 1（6）


